


要約:1)国立仙台病院で分娩した妊婦のうち、妊娠に 12 週以前より通院していた例では早

産率は 4.4%であったが、臨床的に問題となる妊娠 34 週未満の早産は 0.7%であった。

2)妊娠初期(8～12 週)と中期(18 週～22 週)での子宮頚管長は切迫早産のため入院を必要

とした群(入院群)と、必要としなかった非入院群を比較した場合、中期で入院群が有意に

短く、又初期より中期への頚管長減少が有意に大であった。

3)従って妊娠初期と中期に頚管長を測定することにより切迫早産を予知し早産を減少させ

うる可能性が示唆された。


